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国
際
交
流
協
定
校
の
ラ
ン

ド
ル
フ
・
メ
ー
コ
ン
大
学

（
米
国
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
）
と

の
交
流
事
業
が
８
月
31
日
か

ら
９
月
13
日
ま
で
実
施
さ
れ

た
。
石
巻
専
修
大
学
か
ら
学

生
５
人
と
教
員
２
人
が
派
遣

さ
れ
、
東
日
本
大
震
災
に
関

連
し
た
調
査
研
究
の
発
表
や

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
政
府
関

連
施
設
な
ど
の
視
察
を
行
っ

た
。
授
業
に
も
参
加
し
、
同

大
の
学
生
ら
と
交
流
し
た
。

　
同
大
と
本
学
は
テ
イ

ラ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

記
念
基
金
を
通
じ
て
２

０
１
５
年
か
ら
交
流
を

始
め
、
今
年
１
月
に
国

際
交
流
協
定
を
締
結
。

今
回
の
交
流
事
業
も
記

念
基
金
の
支
援
を
受
け

た
。

　
大
橋
星
哉
さ
ん
（
理

工
３
・
宮
城
県
石
巻
好

文
館
高
）
は
「
視
察

で
、
自
分
の
研
究
分
野

に
関
連
す
る
博
物
館
を

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
、

新
し
い
知
識
を
得
る
こ

　
後
期
開
講
の
教
養
力
養
成

科
目
「
地
域
と
政
策
」（
担

当

横
江
信
一
人
間
学
部
特

任
教
授
）
は
、
石
巻
市
職
員

な
ど
地
方
行
政
に
携
わ
る
方

を
招
き
、
自
治
体
が
直
面
す

る
課
題
と
地
域
社
会
の
在
り

方
に
つ
い
て
学
ぶ
。
今
年
度

は
54
人
が
受
講
し
、
講
義
と

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し

て
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
10
月
９
日
の
第
２
回
講
義

で
は
石
巻
市
役
所
の
復
興
事

業
部
集
団
移
転
推
進
課
の
職

員
が
講
師
を
担
当
し
た
。
市

が
46
地
区
65
団
地
で
進
め
て

き
た
防
災
集
団
移
転
促
進
事

業
に
つ
い
て
、
今
年
４
月
に

終
了
し
た
ば
か
り
の
河
北
地

区
の
二
子
団
地
を
事
例
に
解

説
し
た
。
学
生
た
ち
は
講
演

を
聞
い
た
後
、
政
策
に
よ
っ

て
生
じ
る
問
題
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
変
化
な
ど
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
議
論
し
た
。

　
戸
田
大
さ
ん
（
人
間
１
・

宮
城
県
石
巻
北
高
）
は
「
東

日
本
大
震
災
か
ら
７
年
以
上

が
過
ぎ
、
復
興
か
ら
関
心
が

薄
れ
て
い
た
こ
と
に
気
付
い

た
。
講
義
を
き
っ
か
け
に
地

域
の
問
題
に
目
を
向
け
、
自

分
が
で
き
る
地
域
貢
献
に
つ

い
て
考
え
た
い
」と
話
し
た
。

　
講
義
の
テ
ー
マ
は
毎
回
異

な
り
、
復
興
、
地
方
創
生
、

財
政
、
観
光
、
福
祉
、
教
育

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
11
月

に
は
亀
山
紘
石
巻
市
長
（
元

理
工
学
部
教
授
）
も
登
壇
す

る
予
定
で
、
市
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
、
学
生
た
ち
と
意

見
を
交
わ
す
。

　
豪
華
客
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」（
乗
客

２
７
０
６
人
）
が
９
月
18

日
、
石
巻
市
の
雲ひ

ば

り

の

雀
野
中
央

ふ
頭
に
初
寄
港
。
市
を
挙
げ

て
ウ
エ
ル
カ
ム
フ
ェ
ス
タ
が

行
わ
れ
た
中
、
高
大
産
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
「
Ｐ

ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
（
ペ
ッ
パ
ー
）

社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

は
、
外
国
人
観
光
客
向
け
に

石
巻
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
今
年

度
、
五
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
展
開
。
今
回
は
「
ま
ち
な

か
ポ
ス
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
経
営
・
舛
井
道
晴
ゼ

ミ
、
石
巻
市
立
桜
坂
高
校
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
）

が
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
っ
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
石
巻
市
か

わ
ま
ち
交
流
セ
ン
タ
ー
に
、

　
ハ
ワ
イ
と
聞
い
て
ど
ん
な
こ
と
を
想

像
す
る
だ
ろ
う
か
。
ハ
ワ
イ
史
研
究
者

で
あ
る
私
は
、「
人
気
の
観
光
地
」
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
離
れ
た
19
世
紀

の
王
国
時
代
の
ハ
ワ
イ
を
分
析
し
て
い

る
。
日
系
人
移
民
が
初
め
て
ハ
ワ
イ
に

渡
っ
た
の
が
１
８
６
８
年
。
そ
の
移
民

団
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
石

巻
市
出
身
の
牧
野
富
三
郎
な
ど
、
今
後

は
石
巻
と
ハ
ワ
イ
の
交
流
史
に
つ
い
て

調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
担
当
は「
英
米
文
化
論
」
や「
英
語
」。

異
文
化
を
学
ぶ
面
白
さ
を
伝
え
た
い
と

考
え
て
い
る
。
英
語
が
苦
手
と
い
う
学

生
が
親
し
み
を
持
て
る
よ
う
、
毎
回
の

授
業
で
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る
洋
楽
を
取
り

上
げ
る
。
歌
詞
の
意
味
や
発
音
を
確
認

す
る
こ
と
で
英
語
の
面
白
さ
が
実
感
で

き
る
。「
授
業
は
劇
的
空
間
」
と
い
う

の
は
大
学
院
時
代
の
恩
師
の
言
葉
。
教

員
は
教
え
る
立
場
だ
が
、
学
生
か
ら
学

ぶ
こ
と
も
多
い
。
自
分
も
学
ぶ
姿
勢
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。

　
素
朴
な
疑
問
か
ら
問
題
解
決
に
迫
る

の
が
学
問
研
究
の
本
質
。
学
生
に
は
常

に
疑
問
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
。
当
た

り
前
と
思
っ
て
き
た
こ
と
で
も
、
一
度

立
ち
止
ま
っ
て
「
な
ぜ
だ
ろ
う
」
と
考

え
て
ほ
し
い
と
思
う
。

異
文
化
学
ぶ
面
白
さ
伝
え
た
い

目
黒
志
帆
美  

助
教
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本年４月、
創立 30 年を
迎えました

　
第
36
回
全
日
本
大
学
女
子

駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
（
10

月
28
日
、
宮
城
県
仙
台
市
）

の
東
北
地
区
代
表
選
考
会
が

９
月
24
日
、
岩
手
県
の
北
上

総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ

た
。
女
子
競
走
部
は
２
位

で
、
２
年
ぶ
り
３
回
目
の

〝
杜
の
都
駅
伝
〞
出
場
を
決

め
た
。
牧
野
主
将
は
「
４
年

次
生
に
と
っ
て
大
学
最
後
の

駅
伝
と
な
る
の
で
、
チ
ー
ム

全
員
で
心
を
一
つ
に
し
て
頑

張
り
た
い
」
と
話
し
た
。

　
選
考
会
は
３
人
１
チ
ー
ム

で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
駅
伝
方

式
。
２
チ
ー
ム
の
合
計
タ
イ

ム
の
上
位
２
校
が
出
場
権
を

獲
得
す
る
。

【
予
選
会
出
場
メ
ン
バ
ー
】

▽
牧
野
あ
や
主
将
（
経
営
４

・
岩
手
県
北
上
翔
南
高
）

▽
千
葉
悠
里
奈
さ
ん
（
人
間

４
・
宮
城
県
常
盤
木
学
園
高
）

▽
庄
司
琴
美
さ
ん
（
経
営
３

・
宮
城
県
聖
和
学
園
高
）

▽
樋
口
亜
沙
美
さ
ん
（
経
営

２
・
山
形
県
山
形
城
北
高
）

▽
丹
野
稚
妃
路
さ
ん
（
経
営

１
・
宮
城
県
聖
和
学
園
高
）

▽
千
葉
彩
有
花
さ
ん
（
人
間

１
・
宮
城
県
常
盤
木
学
園
高
）

〝
杜
の
都
〞出
場
へ

　
９
月
29
日
、
高
大
産
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し

て
、
家
族
ロ
ボ
ッ
ト
教
室

（
経
営
・
工
藤
周
平
ゼ
ミ
、

石
巻
工
業
高
校
、
石
巻
西
高

校
、
富
士
通
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
）
を
本
学

で
行
っ
た
。

　
教
室
に
は
石
巻
市
と
女
川

町
の
小
学
３
〜
６
年
生
と
そ

の
家
族
27
組
が
参
加
。
自
立

型
ロ
ボ
ッ
ト
「
教
育
版
レ
ゴ

マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
」
の
組

み
立
て
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に

取
り
組
ん
だ
。
子
ど
も
た
ち

は
大
学
生
や
高
校
生
ら
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
ロ
ボ
ッ
ト

を
完
成
さ
せ
、
も
の
づ
く
り

の
楽
し
さ
を
体
感
し
た
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
昨
年

度
か
ら
活
動
。
工
藤
ゼ
ミ
で

は
、
経
営
戦
略
を
専
門
と
し

な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

も
取
り
組
み
、
幅
広
く
経
営

学
を
学
ん
で
い
る
。
当
日
を

迎
え
る
ま
で
に
事
前
研
修
を

受
け
る
な
ど
、
入
念
な
準
備

を
行
っ
た
。

　
鈴
木
拓
人
さ
ん
（
経
営
２

・
山
形
県
米
沢
中
央
高
）
は

「
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
上
で
、
最
初
か

ら
答
え
を
伝
え
る
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
に
考
え
さ
せ
る

こ
と
を
意
識
し
て
ヒ
ン
ト
を

伝
え
た
。
貴
重
な
経
験
と
な

っ
た
の
で
、
次
回
以
降
も
参

加
し
た
い
」
と
話
し
た
。

家
族
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
を
開
催

小
学
生
ら
27
組
が
参
加

完
成
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
走
ら

せ
る
子
ど
も
た
ち

　
　
　
　
　

高
大
産
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
台
の
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
設

置
。「
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
」

と
「
石
巻
の
名
所
・
名
産
」

を
日
本
語
と
英
語
の
２
カ
国

語
で
紹
介
。
来
場
者
は
案
内

を
聞
い
た
り
、
石
巻
の
魅
力

や
観
光
情
報
を
入
手
し
た
ほ

か
、
記
念
写
真
や
動
画
を
撮

影
す
る
な
ど
、
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ

ｒ
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
ん

だ
。

　
舛
井
ゼ
ミ
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
担
当
し
た
青
木
佑ゆ

生う

さ
ん
（
経
営
２
・
宮
城
県
東

松
島
高
）
は
「
英
語
で
の
説

明
に
不
十
分
な
点
が
あ
り
、

当
日
、
急
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

修
正
す
る
な
ど
、
対
応
力
が

試
さ
れ
た
。
今
回
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
、
今
後
さ
ら
に

多
く
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を

改
良
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

※
石
巻
専
修
大
学
は
Ｐ
ｅ
ｐ

ｐ
ｅ
ｒ
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
て
い
ま
す

Pepperがおもてなし

外国人観光客に石巻の魅力ＰＲ

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
操
作
し
、

観
光
案
内
す
る
学
生
（
右
）

　
専
修
大
学
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
国
内
留
学
を
終
え
た

経
営
学
部
３
年
次
生
の
５
人

が
２
年
次
生
対
象
の
教
務
ガ

イ
ダ
ン
ス
（
９
月
26
日
）
に

参
加
し
、
講
義
や
ゼ
ミ
活
動

の
内
容
、
生
活
の
様
子
な

ど
、
自
ら
の
体
験
を
後
輩
に

伝
え
た

写
真
。

　
国
内
留
学
の
参
加
学
生
は

菅
原
謙
斗
さ
ん
（
宮
城
県
仙

台
育
英
学
園
高
）
▽
熊
谷
祥

さ
ん
（
宮
城
県
宮
城
広
瀬

高
）
▽
小
野
寺
一
樹
さ
ん

（
宮
城
県
仙
台
育
英
学
園

高
）
▽
阿
部
舜
さ
ん
（
宮
城

県
名
取
北
高
）
▽
千
葉
雄
大

さ
ん
（
岩
手
県
一
関
第
一

高
）。

　
熊
谷
さ
ん
は
「
専
大
の
学

食
で
は
特
に
１
０
０
円
朝
食

を
利
用
し
て
い
た
」
な
ど
生

活
に
関
す
る
情
報
を
報
告
。

阿
部
さ
ん
は
「
自
分
の
殻
を

破
り
た
い
と
思
っ
て
参
加
し

た
。
充
実
し
た
半
年
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
何
か

に
挑
戦
し
た
い

と
思
っ
て
い
る

人
は
参
加
し
て

ほ
し
い
」
と
振

り
返
っ
た
。

　
ガ
イ
ダ
ン
ス

終
了
後
に
は
、

多
く
の
２
年
次

生
が
先
輩
た
ち

に
質
問
し
て
い

た
。
齋
藤
ひ
か

り
さ
ん
（
経
営

２
・
宮
城
県
石

巻

市

立

桜

坂

高
）
は
「
体
験

と
が
で
き
た
」
と
成
果
を
話

し
た
。

　
菅
原
徹
也
さ
ん
（
経
営
３

・
宮
城
県
築
館
高
）
は
「
初

め
て
の
海
外
だ
っ
た
。
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
の
練
習
に
参
加

さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
部
員

の
み
ん
な
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
、
言
語
の
壁
が
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
解
消
さ
れ
て
い
く

こ
と
を
実
感
し
た
。
研
究
に

つ
い
て
も
多
く
の
発
見
が
あ

り
、
有
意
義
な
研
修
に
な
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

談
を
聞
い
て
、
参
加
し
た
い

気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
。
不

安
も
あ
る
が
、
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

国
内
留
学
５
人

体
験
を
伝
え
る

メ
ー
コ
ン
大
訪
問

学
生
５
人
が
交
流

日
本
語
ク
ラ
ス
の
授
業
に
参

加
し
交
流
を
深
め
た

「
地
域
と
政
策
」開
講 

自
治
体
職
員
招
く


